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報

今
年
度
の
定
例
の
合
同
研
究
会
（
課
題
「
弘
法
大
師
の
思
想
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
」
、

「
密
教
の
形
成
と
流
伝
に
関
す
る
研
究
」
、
「
密
教
と
現
代
社
会
の
諸
問
題
に
関
す
る
研
究
」
）
、

及
び
学
術
交
流
会
、
講
演
会
、
輪
読
会
は
、
左
記
の
通
り
で
あ
る
（
詳
細
は
高
野
山
大
学
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
）
。

○
密
教
文
化
研
究
所
研
究
会

第
１
回
７
月
７
日(

木)

鈴
木
晋
怜
「
脱
世
俗
化
社
会
に
お
け
る
伝
統
教
団
の
役
割
」

第
２
回
７
月
14
日(

木)

佐
藤
隆
彦
「
引
導
作
法
の
形
成
と
展
開
」

第
３
回
９
月
27
日(

火)

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
瞑
想
の
臨
床
へ
の
応
用
可
能
性
」

第
４
回
11
月
17
日(

木)

大
塚
伸
夫
「
初
期
密
教
時
代
に
み
ら
れ
る
二
系
統
の
密
教
化
潮
流
に
つ
い
て
」

第
５
回
12
月
１
日(

木)

森
雅
秀
「
灌
頂
研
究
の
現
在
」

森
崎
雅
好
「
自
殺
ハ
イ
リ
ス
ク
地
で
の
自
殺
防
止
活
動
と
調
査
研
究
」

第
６
回
12
月
15
日(

木)

下
西
忠
「
近
松
の
遍
路
」

中
村
本
然
「
道
範
の
生
没
年
に
つ
い
て
」

第
７
回
２
月
21
日(

火)

室
寺
義
仁
「
仏
教
瞑
想
に
係
わ
る
パ
ー
リ
聖
典
用
語
に
つ
い
て

―
『
四
念
処
』
『
四
梵
住
』
『
無
我
と
非
我
』
『
無
常
』
『
苦
』
―

船
山
徹
「
漢
訳
語
『
毘
婆
沙
』
の
意
味
と
問
題
点
」

○
密
教
文
化
研
究
所
学
術
交
流
会

４
月
26
日(

火)

「
ロ
ナ
ル
ド
・
デ
ー
ビ
ッ
ド
ソ
ン
博
士
（
米
国
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
教

授
）
を
囲
む
学
術
交
流
会
」

○
密
教
文
化
研
究
所
講
演
会

第
１
回
10
月
４
日(

火)

講
師

ア
ル
ボ
ム
ッ
レ
・
ス
マ
ナ
サ
ー
ラ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
上
座
仏
教
長
老
）

内
容
「
初
期
仏
教
に
お
け
る
『
真
言
』
と
は
？
」

第
２
回
11
月
15
日(

火)

講
師

河
正
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
緩
和
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
代
表
）

内
容
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
と
ケ
ア
の
研
究
―
個
人
的
あ
ゆ
み
を
中
心
に
―
」

○
密
教
文
化
研
究
所
輪
読
会

テ
キ
ス
ト
『
三
教
不
斉
論
』

平
成
二
十
三
年
度

密
教
文
化
研
究
所
だ
よ
り
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平
成
二
十
三
年
度
は
密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員
と
し
て
、
二
十
名
、
渕
田
雲
渓
（
高

野
山
大
学
講
師
）
、
菊
谷
竜
太
（
東
北
大
学
助
教
）
、
サ
ン
ニ
ャ
・
ユ
ル
コ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
シ
ュ

ミ
ッ
ト
（S

anj
a
J
urko

vić
-Sc

hmi
dt

）
、
川
崎
一
洋
、
中
谷
征
充
（
以
上
三
名
、
高
野
山

大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

密
教
学)

）
、
石
部
道
明
、
神
田
英
昭
、
真
田
尊

光
、
柴
谷
宗
叔
、
德
重
弘
志
、
野
口
博
司
、
平
賀
由
美
子
（
以
上
七
名
、
高
野
山
大
学
大
学

院
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）
、
辻
村
優
英
（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、

博
士(

人
間
・
環
境
学)

）
、
上
野
康
弘
、
大
観
慈
聖
（
以
上
二
名
、
京
都
大
学
大
学
院
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
退
学
）
、
坂
口
太
郎
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士

後
期
課
程
）
、
大
柴
清
圓
（
中
国
国
立
中
山
大
学
中
国
語
言
文
学
系
古
文
字
学
専
攻
博
士
課

程
修
了
、
文
学
博
士
）
、
石
井
榮
一
（
高
野
山
大
学
大
学
院
修
士
課
程(

通
信)

修
了
）
、
ス

ワ
ン
ソ
ン
・
エ
リ
ッ
ク
・
春
希
（S

w
a
n
s
o
n

E
r
i
c

H
a
r
u
k
i

、
高
野
山
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
）
、
パ
オ
ラ
・
デ
ィ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
（P

a
o
l
a

D
i

F
e
l
i
c
e

、
イ
タ
リ
ア
）
、
各

氏
を
受
け
入
れ
て
い
る
。

高
野
山
大
学
で
は
密
教
文
化
研
究
所
初
代
所
長
中
野
義
照
博
士
の
業
績
を
顕
彰
す
る
た
め
、

平
成
十
二
年
か
ら
「
中
野
義
照
博
士
奨
学
金
」
を
設
け
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
は
四
件

の
申
請
が
あ
っ
た
が
、
第
２
回
密
教
文
化
研
究
所
協
議
会
に
お
い
て
選
考
の
結
果
、
採
択
者

な
し
と
決
定
し
た
。

密
教
文
化
研
究
所
構
成
員
名
簿
（
平
成
二
十
四
年
二
月
現
在
）

所

長

中
村

本
然
（
文
学
部
教
授
）

専
従
研
究
所
員

加
納

和
雄
（
文
学
部
助
教
）

南

昌
宏
（
文
学
部
准
教
授
）

兼
任
研
究
所
員

乾

仁
志
（
文
学
部
教
授
）

井
上
ウ
ィ
マ
ラ
（
文
学
部
准
教
授
）

佐
藤

隆
彦
（
文
学
部
准
教
授
）

下
西

忠
（
文
学
部
教
授
）

野
田

悟
（
文
学
部
助
教
）

室
寺

義
仁
（
文
学
部
教
授
）

森
崎

雅
好
（
文
学
部
助
教
）

委
託
研
究
員

池
田

将
則
（
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

文
学)

）

大
塚

伸
夫
（
大
正
大
学
准
教
授
）

倉
本

尚
徳
（
龍
谷
大
学
ア
ジ
ア
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）

斎
藤

明
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）

静

春
樹
（
高
野
山
大
学
講
師
）

鈴
木

晋
怜
（
智
山
伝
法
院
常
勤
教
授
）

藤
井

淳
（
駒
澤
大
学
講
師
）

船
山

徹
（
京
都
大
学
教
授
）

村
田

み
お
（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

森

雅
秀
（
金
沢
大
学
教
授
）

ト
ー
マ
ス
・
ド
ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
（
高
野
山
大
学
講
師
）

顧

問

松
長

有
慶
（
名
誉
教
授
）

事
務
室
長

田
寺

則
彦
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『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会
規
程

第
１
条

密
教
文
化
研
究
所
（
以
下
「
研
究
所
」
と
い
う
。
）
に
、
『
密
教
文
化
研
究
所
紀

要
』
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。
）
編
集
委
員
会
（
以
下
「
編
集
委
員
会
」
と
い

う
。
）
を
設
け
る
。

第
２
条

編
集
委
員
会
は
、
次
の
委
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
１
）
研
究
所
長

（
２
）
専
従
研
究
所
員

（
３
）
「
紀
要
」
編
集
担
当
者

２

編
集
委
員
長
は
研
究
所
長
が
こ
れ
に
当
た
る
。
研
究
所
事
務
室
長
は
、
幹
事
と
し

て
編
集
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

第
３
条

編
集
委
員
会
は
研
究
所
長
が
招
集
し
、
そ
の
議
長
と
な
る
。
議
長
に
事
故
あ
る
時

は
、
互
選
に
よ
っ
て
議
長
を
選
出
す
る
。

第
４
条

編
集
委
員
会
は
、
次
の
事
項
を
審
議
し
、
研
究
所
協
議
会
に
報
告
す
る
。

（
１
）
「
紀
要
」
に
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
の
掲
載
の
可
否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
の
決
定
。

（
２
）
「
紀
要
」
寄
稿
者
へ
の
補
筆
お
よ
び
修
正
の
要
請
。

第
５
条

委
員
の
任
期
は
１
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第
６
条

こ
の
規
程
の
改
廃
は
、
研
究
所
協
議
会
の
議
を
経
て
、
研
究
所
長
が
決
定
す
る
。

附

則
１

こ
の
規
程
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
一
四
年
五
月
二
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
寄
稿
規
程

第
１
条

『
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
（
以
下
「
紀
要
」
と
い
う
。
）
は
、
日
本
お
よ
び
ア

ジ
ア
地
域
な
ど
に
お
け
る
密
教
の
思
想
と
文
化
に
関
す
る
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー

ト
、
研
究
資
料
、
書
評
な
ど
を
掲
載
発
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
密
教
文
化
の
研
究

の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
２
条

「
紀
要
」
に
寄
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
１
）
研
究
所
長

（
２
）
研
究
所
員

（
３
）
研
究
員

（
４
）
編
集
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
者

第
３
条

原
稿
は
、
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
七
十
枚
以
内
と
す
る
。

第
４
条

原
稿
は
完
全
原
稿
と
す
る
。
執
筆
者
校
正
は
再
校
ま
で
と
し
、
校
正
時
の
大
幅
な

改
変
・
追
加
等
は
認
め
な
い
。

第
５
条

寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
、
査
読
委
員
会
の
査
読
を
経
て
、
編
集
委
員
会
が
掲
載
の
可

否
お
よ
び
掲
載
の
時
期
を
決
定
す
る
。
ま
た
、
編
集
委
員
会
は
、
寄
稿
者
に
補
筆

お
よ
び
修
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
６
条

原
稿
料
の
支
払
い
、
掲
載
料
の
徴
収
は
行
な
わ
な
い
。

第
７
条

寄
稿
者
に
は
、
掲
載
誌
二
部
お
よ
び
抜
刷
三
十
部
を
贈
呈
し
、
そ
の
経
費
は
研
究

所
が
負
担
す
る
。

附

則
１

こ
の
規
程
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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執
筆
者
紹
介
（
掲
載
順
）

中
谷

征
充

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

密
教
学)

）

坂
口

太
郎

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）

辻
村

優
英

密
教
文
化
研
究
所
受
託
研
究
員

（
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
修
了
、
博
士(

人
間
・
環
境
学)

）

静

春
樹

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

（
高
野
山
大
学
講
師
）

大
塚

伸
夫

密
教
文
化
研
究
所
委
託
研
究
員

（
大
正
大
学
准
教
授
）

編

集

後

記

『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
五
号
に
は
、
中
谷
征
充
、
坂
口
太
郎
、
辻

村
優
英
、
静
春
樹
、
大
塚
伸
夫
、
各
師
の
論
文
を
掲
載
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度
、
高
野
山
大
学
は
藤
田
光
寛
新
学
長
、
密
教
文
化
研
究
所
は
中
村
本
然

新
所
長
が
就
任
し
、
新
体
制
が
発
足
し
た
。

大
学
の
教
育
研
究
の
改
革
・
改
善
を
進
め
る
上
で
、
附
置
研
究
所
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
は

ま
こ
と
に
重
大
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

密
教
文
化
研
究
所
の
事
業
と
し
て
、
昨
年
十
月
に
『
電
子
版
弘
法
大
師
全
集
』
、
そ
し
て

本
年
二
月
に
『
電
子
版
真
言
宗
全
書
』
を
刊
行
し
た
。

来
年
度
に
は
『
電
子
版
続
真
言
宗
全
書
』
も
発
刊
の
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

上
記
の
電
子
版
に
収
録
さ
れ
た
書
籍
百
六
冊
を
全
て
冊
子
で
購
入
す
る
と
、
百
万
円
近
い

費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
電
子
版
で
あ
れ
ば
五
万
円
以
内
で
揃
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
利
用
は
、
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
、
と
も
に
技
術
の
め
ざ
ま
し
い
革
新

に
よ
っ
て
今
後
ま
す
ま
す
便
利
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

弘
法
大
師
教
学
、
真
言
教
学
、
高
野
山
史
は
言
う
に
及
ば
ず
、
広
く
各
分
野
で
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
念
じ
て
や
ま
な
い
。

今
年
度
第
一
回
密
教
文
化
研
究
所
協
議
会
に
お
い
て
、
『
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

紀
要
』
の
Ｗ
e
b
公
開
が
決
定
し
た
。
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
者
の
許
諾

を
得
た
上
で
順
次
公
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
田
寺
記
）
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